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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成20年　5月　15日　(木)　　　
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

・本日、院内研修「クレーム対応」の再研修があるので、対象者は忘れずに参加しましょう。

・マーゲンチューブの注入器が、5月に入って8個発注されています。発注頻度が多いので使用方法を再確認していきましょう。

・5/16付けで看護師が配属予定です。

・コメディカルグループの「2008年上半期カンファレンス参加予定表」が出来ました。南病棟は毎週水曜日が予定日となっています。予定表はカンファレンス予定ファイルに挟んであります。

・検査結果について①主治医②千葉良Ｄｒ③小向ＳＧＭが確認してからカルテに綴じるようにしましょう。

＜患者様連絡事項＞

・谷内　愛子様…臨時薬(精神神経用剤)本人希望により飲み切り止めとなります。

・五十嵐タイ様…心電図検査で異常所見ありとの事で、冠血管拡張剤(7日分)処方となっています。

・永洞　恭子様…抗菌剤止め止なっています。

・田中金太郎様…明日(5/16)、退院療養検討会があります。

・向山　忠義様…血液検査の結果ヘモグロビン6.5と貧血悪化している為、5/16　10時から日赤消化器科へ他科受診予定となっています。家族には連絡し了承得ています。

　　　　　　　　また、髭剃りが届いた為、本人に渡しています。

・高森　清八様…オムツ依頼方法についてＤユニットの連絡表に記載しています。以前、決めていた連絡方法と違ったりしている為、再度、確認しましょう。又、連絡する際はオムツの在庫と次回の連絡日時を確認するようにしましょう。

・見付　喜久様…本日、Ｄｒ診察にて酸素(11時～)止めとなっています。

　　　　　　　　点滴は、16日分までの指示があります。

　　　　　　　　引き続いて、身体状況、十分に要観察して行きましょう。特に、呼吸、

顔色など注意し観察していきましょう。

・久慈　脩様　…血液検査の結果アルブミン3.1、タンパク5.9と低下しています。栄誉改善の為、食事変更しています。

　　　　　　　　朝粥1/2・メイバランス1本・ゼリー、昼・夜メイバランス1本

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　朝、粥1/2・メイバランス1本・ゼリー、昼、粥1/2・メイバランス1本、夜、メイバランス1本

　　　　　　　　また、ポカリスエットの粉末を、ご家族が持参されています。適宜、水分補給を促していきましょう。

○南病棟の長期入院患者様の今後についての検討

現在南病棟に入院中の患者様の９割近くが９０日以上の入院期間となっている。診療報酬改正などの問題もあり、入院期間はできるだけ短くするような取り組みが必要である。そのためにはどのような取り組みが必要であるか病棟側、ソーシャルワーカー側とともに意見を出し合い検討した。

· 問題点

1、 ABユニット・・ADLが自立しており介護度がつき老人介護保健施設等への入所対象とはならない。家族が高齢となり入院期間も数年から数十年に及ぶ患者様が多く在宅生活は困難が予想される。

2、 CDユニット・・最近の入院患者様は早めの退院に向けての取り組みが出来ているが、以前からの入院患者様のご家族は退院に関して消極的でありアプローチ不足が考えられる。

3、 介護度、入所申し込み状況が不明確

4、 介護老人保健施設の入所基準が不明確

· 対策～今後どうしていくか

1、 介護度、入所申し込み状況の一覧表作成し病棟側、SW側が情報を共有出来るようにする。→南病棟→医事統計→病棟患者管理シートに介護保険の状況や入所申込状況の欄を追加

2、 一覧表をもとに施設入所対象者をリストアップし、病棟カンファレンス内で定期的にSW、南山側と検討する(検討は現在も実施している)

3、 SWとスタッフ側と家族に対する働きかけ方法を明確にする







